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文化 傳承 一方 文化 形成 規定コミュニケーションが を させる によってコミュニケーションが されるとい、 、

意味 文化 文化 文化う で はコミュニケーションであり コミュニケーションは である このような とコミュ、 、 。

相互作用 踏 本論 日本文化論 觀点 日本人 樣式 考ニケーションの を まえ では の から のコミュニケーション を、 、
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察した。

最近 日本 硏究分野 歐米 特 米國 中心 理論 說明 難 日におけるコミュニケーション では に の では し い、 、 、

本人 樣式 糾明 問題 提起 問題提起 応のコミュニケーション を すべきであるという が されている このような に。

硏究報告 見 關心 引 遠山淳 硏究えられる はまだあまり られないが を いているものとして の があげられる、 、 。

遠山淳 人間關係 方 說明 伝達及 川 流 片は のあり を するために ニューロン び の れ フロー のアプローチで、 、 、

立 志向 對立 同化 統合 兩立 志向 分立 同化 統合 同立 志向 合同 創造 志向 異化を する を する を する を する、 、 、

統合 型 提示または という つのコミュニケーション を している。

一方 分野 遠山淳 日本文化論 分野 個人主義集團主義コミュニケーション での のように の でも という、 、 、

歐米中心 文化論 脫皮 日本人 土着的立場 日本文化論 登の から し による からアプローチしようとする が、

場 日本人 人 人 間 人間關係 本質 浜口惠俊 間人主義論している は と との を の にするという の がそれである。 、

遠山淳 型 浜口惠俊 間人主義論 共通 方法 取ちなみに のコミュニケーション と の は のアプローチ を ってい、 、

歐米中心 理論 土着的立場 日本社會 解明 適 理論 求る のみならず の ではなく から の に した を めているとい。 、 、

点 相互補完性 持 本論 浜口惠俊 間人主義論 遠山淳う で を っている したがって では の と のコミュニケー、 。 、 、

型 焦点 合 日本人 樣式 分析ション に を わせ のコミュニケーション を した、 。

結果 日本人 樣式 兩立型 分立 同化 統合 過程 思その のコミュニケーション は の にいたる であると われ、 、

兩立型 分立 全過程 中 初期 登場 一 過程 想定る そのうち の は コミュニケーションの の で に する つの として。 、 、

思 自他 間 共有 現實 生活空間 中 自分 置 時 狀況されると われるが の に される の の で が かれているその の によ、 、

自分 割 当 分 前 探 間人 的特徵 考 長 續 思り に り てられる け を していく を えると くは かないものと われる、 、 。

兩立型 統合 志向 中 兩立型 同化 過程 反復 持續 狀況 日本人つまり の を する で の の が される が のコミュニ、 、 、 、

樣式 顯著 特徵 思ケーション の な であると われる。

: , , , ,型 片立型 兩立型 間人主義キーワード コミュニケーション

, , ,連帶的主體性 自分 人 緣
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